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特別記事

特
別
記
事

丁
在
文
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
丁
在
文
君
提
出
の
学
位
請
求
論
文
『
A
S
E
A
N
の
合
意
形
成
を
め
ぐ

る
政
治
過
程
－
六
七
年
の
設
立
宣
言
か
ら
七
六
年
の
友
好
協
力
条
約
ま

で
ー
』
は
、
一
九
六
七
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
A
S
E
A
N
（
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
）
の
初
期
一
〇
年
間
に
お
け
る
四
つ
の
合
意
文
書
に
焦
点

を
当
て
て
、
合
意
に
い
た
る
政
治
過
程
の
分
析
を
と
お
し
て
A
S
E
A
N

的
「
合
意
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
意
欲
的
研
究
で
あ
る
。

設
立
当
初
の
A
S
E
A
N
は
、
加
盟
諸
国
が
主
権
事
項
を
譲
渡
し
た
超
国

家
的
な
国
際
機
構
で
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
経
済
統
合
の
媒
体
で

も
、
一
元
的
な
安
全
保
障
共
同
体
で
も
な
か
っ
た
。
組
織
の
制
度
化
も
未

熟
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
A
S
E
A
N
は
地
域
協
力
の
象
徴

的
機
構
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
九
七
〇
年
代
は
じ
め

ま
で
、
東
南
ア
ジ
ア
の
地
域
秩
序
構
想
は
何
よ
り
も
軍
事
・
安
全
保
障
を

め
ぐ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
、
A
S
E
A
N
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら

解
釈
さ
れ
て
い
た
。

　
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
経
験
に
基
づ
い
た
地
域
統
合
論
の
展
開
に
典
型
的
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
本
来
の
意
味
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
形
成
と
は
、
軍
事

主
権
で
あ
れ
国
民
経
済
で
あ
れ
、
主
権
国
家
が
お
互
い
の
主
権
を
何
ら
か

の
形
で
相
互
に
規
制
し
、
無
政
府
状
態
に
代
わ
る
秩
序
を
つ
く
る
こ
と
を

さ
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
A
S
E
A
N
諸
国
で
は
、
国
内
に
お
け
る
政

治
的
支
配
の
貫
徹
と
、
地
域
機
構
と
し
て
の
A
S
E
A
N
の
成
長
が
同
時

に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
設
立
後
二
八
年
を
経
て
、
A
S
E
A
N
は

も
は
や
加
盟
国
の
一
時
的
か
つ
便
宜
的
野
合
に
楼
小
化
で
き
な
い
制
度
的

実
体
を
備
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
A
S
E
A
N
諸
国
相
互
の

国
境
が
も
つ
意
味
は
減
少
し
て
い
な
い
。
主
権
国
家
の
利
益
が
優
先
さ
れ

た
結
果
と
し
て
地
域
機
構
が
空
文
化
す
る
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
国
家
主

権
を
越
え
た
共
同
体
が
形
成
さ
れ
る
で
も
な
い
。

　
な
ぜ
こ
の
奇
妙
な
結
合
が
誕
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
設
立
当

初
き
わ
め
て
制
度
的
に
脆
弱
で
あ
っ
た
A
S
E
A
N
は
、
い
か
に
し
て
今

日
の
よ
う
な
制
度
化
さ
れ
た
A
S
E
A
N
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
鍵
は
A
S
E
A
N
的
外
交
の
特
徴
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
「
合
意
」
に
あ
る
、
と
筆
者
（
丁
君
）
は
主
張
し

て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
合
意
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
A
S
E
A
N

に
お
い
て
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
、
定
着
し
た
の
か
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、

象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
A
S
E
A
N
が
地
域
協
力
体
と
し
て
の
制
度
化
を

達
成
し
、
機
能
し
て
ゆ
く
基
礎
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
初
期
一
〇
年
間
の
A
S
E
A
N
発
展
過

程
に
お
い
て
A
S
E
A
N
が
提
示
し
た
重
要
な
四
つ
の
国
際
的
合
意
、
す

な
わ
ち
六
七
年
の
「
A
S
E
A
N
設
立
宣
言
」
（
ロ
バ
ン
コ
ク
宣
言
）
、
七

一
年
の
「
東
南
ア
ジ
ア
平
和
・
自
由
・
中
立
地
帯
宣
言
」
（
1
1
Z
O
P
F

A
N
宣
言
）
、
そ
し
て
七
六
年
の
「
A
S
E
A
N
協
和
宣
言
」
と
「
東
南
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ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約
」
に
注
目
し
、
四
つ
の
合
意
の
形
成
過
程
お
よ
び

中
身
を
検
討
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
A
S
E
A
N
の
持
続
的
発
展
の
原

動
力
と
、
加
盟
諸
国
間
の
駆
け
引
き
を
詳
細
に
議
論
し
た
。

　
従
来
の
A
S
E
A
N
研
究
で
は
、
設
立
以
来
の
初
期
一
〇
年
間
は
さ
ほ

ど
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
初
期
一
〇
年
間

の
A
S
E
A
N
が
い
ま
だ
十
分
に
制
度
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
域
協
力
機

構
と
し
て
は
脆
弱
な
も
の
に
映
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
、

山
影
進
の
研
究
、
『
A
S
E
A
N
ー
シ
ン
ボ
ル
か
ら
シ
ス
テ
ム
ヘ
ー
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
　
一
九
九
一
年
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
A
S
E
A
N

が
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
か
ら
組
織
と
し
て
の
機
能
を
備
え
る
よ
う
に
な
る

過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
も
か
な
ら
ず
し
も
「
合

意
」
と
い
う
A
S
E
A
N
の
外
交
ス
タ
イ
ル
が
い
か
に
形
成
さ
れ
、
定
着

し
た
の
か
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
A
S
E
A
N
研

究
の
不
備
は
諸
会
議
に
関
す
る
資
料
不
足
に
起
因
し
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
A
S
E
A
N
的
特
徴
と
さ
れ
る
「
合
意
」
形
成
が
具

体
的
に
い
か
に
し
て
可
能
に
な
っ
た
の
か
を
跡
づ
け
る
た
め
に
、
筆
者
は

一
九
九
五
年
四
月
か
ら
約
八
ヵ
月
間
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
（
I
S
E
A
S

／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
滞
在
し
、
A
S
E
A
N
関
連
資
料
を
発
掘
し
、
現

地
英
字
新
聞
を
存
分
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
資
料
不
足
を
補
っ
て
い
る
。

本
論
文
は
、
そ
の
よ
う
な
現
地
資
料
を
十
分
に
利
用
し
、
今
日
A
S
E
A

N
的
外
交
ス
タ
イ
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
る
「
合
意
」
が
初
期
一
〇
年
間

の
経
験
を
と
お
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
如
く
な
っ
て
い
る
。

第
一
章
　
序
論

　
1
　
問
題
提
起

　
2
　
研
究
目
的

　
3
　
分
析
方
法

第
二
章
　
「
バ
ン
コ
ク
宣
言
」
に
至
る
政
治
過
程

　
1
　
六
〇
年
代
前
半
の
地
域
情
勢
と
地
域
協
力
へ
の
試
み

　
　
A
　
戦
後
の
地
域
冷
戦
構
造
と
A
S
A
の
成
立

　
　
B
　
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
成
立
問
題
と
地
域
紛
争
発
生

　
　
C
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
情
勢
変
化
と
地
域
和
解
へ

　
2
　
新
た
な
地
域
協
力
秩
序
を
め
ぐ
る
論
議
と
妥
協

　
　
A
　
地
域
協
力
の
復
活
に
お
け
る
各
国
の
意
図
と
合
意

　
　
B
　
A
S
A
の
拡
大
か
新
た
な
機
構
の
創
設
か

　
　
C
　
あ
い
ま
い
な
設
立
宣
言
へ
の
妥
協

　
3
　
「
バ
ン
コ
ク
宣
言
」
と
そ
の
意
味

　
　
A
　
バ
ン
コ
ク
宣
言
の
内
容

　
　
B
　
地
域
問
題
解
決
に
対
す
る
共
同
認
識
の
台
頭

　
　
C
　
集
合
体
と
し
て
の
A
S
E
A
N

第
三
章
　
「
Z
O
P
F
A
N
宣
言
」
に
至
る
政
治
過
程

　
1
　
六
〇
年
代
末
の
地
域
情
勢
と
共
同
行
動
の
試
み

　
　
A
　
地
域
紛
争
の
多
発
と
そ
の
政
治
的
解
決
努
力

　
　
B
　
英
米
軍
の
撤
退
と
自
主
安
全
保
障
認
識
の
強
化
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3　　　2
　CBA　C

　
　
A

　
　
B

　
　
C

第
四
章

　
1

　
　
A

　
　
B

　
　
C

　
2

　
　
A

　
　
B

　
　
C

　
3

　
　
A

　
　
B

　
　
C

第
五
章

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
拡
大
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
会
議

地
域
中
立
化
構
想
を
め
ぐ
る
論
議
と
妥
協

　
ラ
ザ
ク
の
登
場
と
中
立
化
構
想
の
公
式
提
案

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
推
進
と
そ
の
他
諸
国
の
反
対

　
地
域
中
立
化
の
方
向
性
に
関
す
る
妥
協

「
Z
O
P
F
A
N
宣
言
」
と
そ
の
意
味

　
Z
O
P
F
A
N
宣
言
の
内
容

　
周
辺
情
勢
変
化
へ
の
共
同
対
応
の
模
索

　
A
S
E
A
N
の
政
治
協
力
へ
の
起
動

　
「
協
和
宣
言
」
・
「
友
好
協
力
条
約
」
に
至
る
政
治
過
程

七
〇
年
代
前
半
の
地
域
情
勢
と
政
治
協
力
制
度
化
の
試
み

　
強
靭
性
の
登
場
と
政
治
協
力
の
本
格
的
な
推
進

　
Z
O
P
F
A
N
実
現
へ
の
努
力
と
行
き
詰
ま
り

　
域
内
安
全
保
障
強
化
に
関
す
る
論
議
の
台
頭

地
域
安
全
保
障
の
制
度
化
を
め
ぐ
る
論
議
と
妥
協

　
イ
ン
ド
シ
ナ
共
産
化
と
首
脳
会
議
開
催
へ
の
合
意

　
集
団
安
全
保
障
問
題
と
地
域
中
立
化
問
題
の
論
議

　
象
徴
的
な
地
域
安
全
保
障
制
度
化
へ
の
妥
協

「
協
和
宣
言
」
「
友
好
協
力
条
約
」
と
そ
の
意
味

　
協
和
宣
言
と
友
好
協
力
条
約
の
内
容

　
地
域
安
全
保
障
の
制
度
化
へ
の
努
力

　
A
S
E
A
N
の
政
治
協
力
共
同
体
に
向
け
て

　
結
論

21
A
S
E
A
N
の
合
意
形
成
を
め
ぐ
る
政
治
過
程

A
S
E
A
N
の
合
意
形
成
過
程
に
お
け
る
特
徴

　
本
論
文
の
第
一
章
に
お
い
て
、
A
S
E
A
N
の
各
合
意
に
い
た
る
政
治

過
程
は
以
下
の
三
点
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ω
合
意
形
成
を
め
ぐ
る
加
盟

諸
国
の
相
互
作
用
の
背
景
と
し
て
の
、
当
時
の
A
S
E
A
N
を
め
ぐ
る
地

域
情
勢
の
変
化
、
お
よ
び
地
域
情
勢
に
対
す
る
加
盟
各
国
の
安
全
保
障
上

の
認
識
、
の
地
域
安
全
保
障
強
化
の
た
め
の
加
盟
国
政
府
の
対
外
政
策
、

協
力
構
想
、
提
案
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
各
国
間
の
相
互
作
用
、
㈹

そ
の
結
果
と
し
て
上
程
さ
れ
た
宣
言
お
よ
び
条
約
。

　
第
二
章
で
は
、
戦
後
独
立
か
ら
「
バ
ン
コ
ク
宣
言
」
に
い
た
る
ま
で
の

加
盟
各
国
間
の
政
治
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
の
地

域
情
勢
は
、
地
域
冷
戦
の
影
響
に
よ
る
域
外
大
国
へ
の
依
存
や
域
内
諸
国

間
の
紛
争
勃
発
な
ど
に
よ
り
不
安
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、

五
九
年
一
月
に
マ
ラ
ヤ
の
ラ
ー
マ
ン
首
相
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ガ
ル
シ
ア
大

統
領
と
の
あ
い
だ
で
、
両
国
間
の
経
済
、
文
化
協
力
な
ら
び
に
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
協
力
強
化
の
必
要
性
が
共
通
認
識
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
国

内
、
域
内
共
産
勢
力
が
引
き
起
こ
し
て
い
た
不
安
定
状
況
を
封
じ
込
め
る

た
め
に
、
政
治
、
軍
事
の
み
な
ら
ず
経
済
、
社
会
な
ど
広
範
囲
な
領
域
に

お
け
る
協
力
が
模
索
さ
れ
た
。
二
月
に
は
「
東
南
ア
ジ
ア
友
好
経
済
条

約
」
構
想
が
マ
ラ
ヤ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
主
導
で
提
示
さ
れ
、
タ
イ
が
こ
れ
に

参
加
の
意
を
表
明
し
た
。
地
域
協
力
構
想
を
め
ぐ
る
各
国
問
の
思
惑
の
相

違
は
あ
っ
た
が
、
六
〇
年
九
月
に
は
、
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
格
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を
省
き
、
非
同
盟
諸
国
ま
で
拡
大
し
、
条
約
を
締
結
し
な
い
非
公
式
機
構

と
す
る
「
東
南
ア
ジ
ア
国
家
連
合
」
（
A
S
A
S
）
が
呼
び
か
け
ら
れ
る

ま
で
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
反
共
的
政
府
主
導
、
西
側
寄
り
と
の
批
判

が
寄
せ
ら
れ
、
構
想
の
段
階
で
頓
挫
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ラ
オ
ス
危
機
に
直
面
し
て
S
E
A
T
O
の
無
力
さ
が
露
呈

さ
れ
た
た
め
に
、
む
し
ろ
域
内
主
体
で
の
地
域
協
力
機
構
設
立
が
望
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
い
た
り
、
マ
ラ
ヤ
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が

主
体
と
な
り
、
六
一
年
七
月
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
初
の
地
域
協
力

機
構
と
し
て
「
東
南
ア
ジ
ア
連
合
」
（
A
S
A
）
が
設
立
さ
れ
た
。

　
第
三
章
で
は
、
A
S
E
A
N
設
立
か
ら
七
一
年
一
一
月
の
「
Z
O
P
F

A
N
宣
言
」
の
形
成
に
い
た
る
政
治
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
A
S
E

A
N
設
立
直
後
、
加
盟
諸
国
間
に
は
サ
バ
紛
争
を
は
じ
め
と
す
る
加
盟
諸

国
間
の
相
互
紛
争
が
再
燃
し
、
体
制
そ
の
も
の
の
存
続
が
危
機
に
直
面
し

た
。
し
か
し
、
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
悪
化
と
イ

ン
ド
シ
ナ
ヘ
の
拡
大
、
米
軍
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
撤
退
に
よ
る
英

米
主
導
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
崩
壊
、
中
ソ
対
立
激
化
の
副
産
物
と
し

て
の
中
ソ
両
国
の
東
南
ア
ジ
ア
ヘ
の
接
近
、
米
中
和
解
、
中
国
の
国
連
加

入
の
影
響
を
受
け
、
地
域
秩
序
の
枠
組
み
が
改
め
て
求
め
ら
れ
る
状
況
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
下
、
A
S
E
A
N
は
東
南
ア

ジ
ア
地
域
の
平
和
、
自
由
、
中
立
地
帯
化
を
宣
言
し
、
そ
の
存
在
を
ア
ピ

ー
ル
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
Z
O
P
F
A
N
宣
言
に
お
け
る
地
域
中

立
化
は
、
域
外
大
国
に
よ
る
地
域
安
全
保
障
の
現
実
を
目
指
す
も
の
で
あ

っ
た
。

　
第
四
章
で
は
、
七
六
年
二
月
の
第
一
回
首
脳
会
議
で
の
「
協
和
宣
言
」
、

「
友
好
協
力
条
約
」
形
成
に
い
た
る
政
治
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
七

〇
年
代
前
半
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
情
勢
は
、
米
中
接
近
、
イ
ン
ド
シ
ナ
和

平
に
よ
り
安
定
化
過
程
に
入
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド

シ
ナ
情
勢
は
、
七
五
年
に
は
イ
ン
ド
シ
ナ
全
域
の
共
産
化
へ
と
い
た
り
、

米
中
ソ
の
域
外
大
国
も
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
へ
の
再
介
入
を
開
始
し
た
。
こ

の
危
機
的
状
況
下
、
Z
O
P
F
A
N
宣
言
以
降
、
政
治
協
力
の
強
化
お
よ

び
拡
大
を
試
み
て
い
た
A
S
E
A
N
諸
国
は
、
対
応
策
を
模
索
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
七
五
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回

高
官
会
議
資
料
（
秘
密
文
書
扱
い
）
を
活
用
し
て
、
七
六
年
の
首
脳
会
議

で
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
二
つ
の
合
意
文
書
素
案
形
成
を
め
ぐ
る
議
論

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
二
度
開
催
さ
れ
た
高
官
会
議
で
は
、
A
S
E
A
N
に
お
け
る
軍
事
協
力

強
化
に
関
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
提
案
が
主
要
議
題
と
な
っ
た
。
こ
の
背
景

に
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
情
勢
悪
化
と
と
も
に
、
A
S
E
A
N
加
盟
国
の
二
ヵ

国
合
同
軍
事
作
戦
が
七
四
、
七
五
年
に
実
施
さ
れ
る
と
い
う
実
績
が
あ
っ

た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
提
案
は
、
二
国
間
国
境
防
衛
協
定
の
積
み
重
ね
に

よ
り
A
S
E
A
N
集
団
安
全
保
障
体
制
を
確
立
し
た
い
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
A
S
E
A
N
諸
国
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
提
案
に
対
し
て
反
対
を

唱
え
る
声
が
強
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
案
は
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
地
域
中
立
地
帯
化
は
東
南
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
情
勢
変
化
に
と
も
な

い
、
域
外
大
国
（
の
介
入
）
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
も
の
と
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
、
A
S
E
A
N
主
体
の
地
域
安
全
保
障
の
制
度
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化
、
そ
の
た
め
の
政
治
協
力
の
強
化
を
確
認
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
A
S
E
A
N
は
七
六
年
二
月
に
初
め

て
の
首
脳
会
議
を
開
き
、
二
つ
の
合
意
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治

協
力
と
地
域
安
全
保
障
の
制
度
化
の
具
体
的
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に

な
っ
た
。

　
結
論
で
は
、
以
上
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
A
S
E
A
N
の
各
合
意
に
い

た
る
加
盟
諸
国
間
の
政
治
過
程
が
時
系
列
に
分
け
て
整
理
さ
れ
、
加
盟
諸

国
を
何
ら
か
の
形
で
妥
協
さ
せ
、
合
意
に
い
た
ら
せ
た
A
S
E
A
N
の

「
合
意
」
形
成
過
程
に
お
け
る
特
徴
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

加
盟
諸
国
を
相
互
の
地
域
安
全
保
障
上
の
政
治
協
力
に
向
か
わ
せ
た
国
際

冷
戦
構
造
、
人
種
、
宗
教
、
領
土
な
ど
を
め
ぐ
る
域
内
緊
張
構
造
と
い
っ

た
「
環
境
的
要
因
」
、
互
い
の
異
な
る
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
対

応
を
議
論
す
る
た
め
の
外
相
会
議
に
加
盟
諸
国
を
集
合
さ
せ
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
主
導
的
役
割
、
タ
イ
の
仲
介
的
役
割
、
各
国
間
の
消
極
的
同
意
に

象
徴
さ
れ
る
「
集
ま
る
ま
で
」
の
特
徴
、
A
S
E
A
N
諸
国
を
何
ら
か
の

形
で
最
終
的
に
合
意
に
結
び
つ
け
る
、
各
国
間
の
条
件
的
協
力
や
時
間
的

合
意
と
い
っ
た
「
集
ま
っ
て
か
ら
」
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
六
七
年
の
設
立
か
ら
七
六
年
の
第
一
回
首
脳
会

議
ま
で
の
A
S
E
A
N
の
四
つ
の
主
要
合
意
形
成
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
の

分
析
を
通
じ
て
、
丁
君
は
従
来
の
A
S
E
A
N
研
究
が
示
し
て
い
た
初
期

一
〇
年
間
に
お
け
る
A
S
E
A
N
に
対
す
る
低
い
、
あ
る
い
は
否
定
的
な

評
価
で
は
な
く
、
設
立
当
初
の
加
盟
諸
国
間
の
集
合
体
か
ら
、
当
時
の
不

安
定
な
地
域
情
勢
の
な
か
で
政
治
共
同
体
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
る
A
S

E
A
N
の
積
極
的
な
努
力
を
見
い
だ
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
A
S
E

A
N
は
、
設
立
当
初
の
加
盟
諸
国
間
の
不
信
、
組
織
的
脆
弱
性
、
対
外
的

な
低
評
価
を
乗
り
越
え
て
、
七
六
年
の
第
一
回
首
脳
会
議
ま
で
に
、
地
域

紛
争
の
平
和
的
解
決
に
向
け
て
相
互
に
法
規
制
す
る
ま
で
に
相
互
信
頼
関

係
を
醸
成
し
、
組
織
の
強
化
と
と
も
に
政
治
協
力
の
制
度
化
も
進
展
さ
せ

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
内
的
発
展
に
と
も
な
い
、
A
S
E
A
N
を

批
判
し
続
け
て
き
た
中
ソ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
共
産
諸
国
も
、
A
S
E
A
N
を

東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
一
つ
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
承
認
す
る
ま
で
に

な
っ
た
。

　
A
S
E
A
N
に
お
け
る
「
合
意
」
形
成
の
政
治
過
程
と
し
て
、
本
論
文

で
は
、
各
国
政
府
の
対
外
政
策
の
表
明
と
し
て
の
協
力
構
想
な
い
し
提
案

を
取
り
上
げ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
、
複
数
国
政
府
間
の
相
互

作
用
の
結
果
と
し
て
の
共
同
声
明
や
宣
言
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
類
似
し

た
国
際
環
境
の
も
と
、
A
S
E
A
N
諸
国
が
A
S
E
A
N
と
し
て
ど
の
よ

う
な
共
通
態
度
を
と
る
に
い
た
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
で
い
か
な
る
協
議
、

取
引
、
妥
協
が
行
な
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
た
合
意

の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
跡
づ
け
て
い
る
。
そ

の
さ
い
、
本
論
文
は
、
国
際
環
境
が
A
S
E
A
N
の
「
合
意
」
形
成
に
一

方
的
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
く
、
A
S
E
A
N
加
盟
国
間
に
お
い
て

も
同
一
環
境
の
も
と
異
な
る
対
外
政
策
が
採
用
さ
れ
て
い
た
事
実
に
着
目

し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
A
S
E
A
N
加
盟
諸
国
が
最
終
的
に
は
A
S

E
A
N
と
し
て
の
「
合
意
」
形
成
を
行
な
い
、
信
頼
醸
成
が
積
み
重
ね
ら
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れ
、
地
域
安
全
保
障
の
維
持
の
た
め
の
A
S
E
A
N
の
存
在
を
内
外
に
主

張
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
A
S
E
A
N
発
展
の
基
礎
と
な
る
「
合
意
」
形
成
過
程
が

こ
れ
ま
で
主
要
な
研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
非

公
式
で
開
催
さ
れ
た
A
S
E
A
N
外
相
会
議
、
実
務
者
会
議
関
連
資
料
が

原
則
非
公
開
で
あ
り
、
な
か
に
は
秘
密
文
書
扱
い
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う

資
料
上
の
制
約
が
大
き
か
っ
た
。
本
論
文
作
成
の
た
め
の
調
査
過
程
で
、

著
者
は
A
S
E
A
N
諸
国
を
頻
繁
に
訪
れ
、
資
料
の
性
質
上
す
べ
て
を
揃

え
る
に
は
限
界
が
あ
る
に
し
て
も
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
非
公
開
資
料
を
発

掘
し
、
収
集
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
存
在
を
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
会
議
録
も
入
手
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
上
の
制
約
を
補
完
す
る

手
段
と
し
て
、
A
S
E
A
N
諸
国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
現
地
英
字
新
聞
を

十
数
年
分
に
わ
た
り
丹
念
に
目
を
と
お
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
時

の
各
国
新
聞
の
論
調
か
ら
A
S
E
A
N
を
取
り
巻
く
環
境
が
わ
か
る
だ
け

で
は
な
く
、
A
S
E
A
N
の
協
議
当
事
者
の
発
言
を
取
り
上
げ
る
と
い
う

作
業
も
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
業
の
結
果
、
A
S
E
A
N
加
盟
諸
国
の

特
定
の
イ
ッ
シ
ュ
ー
に
対
す
る
態
度
が
十
分
に
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
本
論
文
に
も
い
く
つ
か
の
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
第

一
に
、
丁
君
は
、
地
域
安
全
保
障
が
A
S
E
A
N
諸
国
の
外
交
政
策
決
定

者
共
通
の
認
識
で
あ
り
、
A
S
E
A
N
に
お
け
る
「
合
意
」
形
成
の
要
因

と
な
っ
た
、
と
主
張
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
一
九
六
〇
年
代
の
東
南
ア

ジ
ア
は
、
ラ
オ
ス
危
機
と
そ
れ
に
対
す
る
S
E
A
T
O
の
無
力
さ
の
判
明

で
幕
開
け
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
が
英
米
と
い
っ
た
域
外
大
国
の
思
惑
ど
お

り
に
な
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
同
時
に
大
陸
部

で
は
イ
ン
ド
シ
ナ
情
勢
が
混
迷
の
度
合
い
を
深
め
は
じ
め
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。
し
か
し
、
本
論
文
で
は
、
A
S
E
A
N
に
お
け
る
合
意
形
成
過
程

に
注
意
が
集
中
し
た
結
果
、
地
域
安
全
保
障
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
そ
の

定
義
な
い
し
内
容
の
変
遷
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
議
論
が
疎
か
に
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
な
ぜ
六
〇
年
代
に
な
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
エ

リ
ー
ト
た
ち
に
よ
っ
て
「
地
域
」
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、

域
外
大
国
の
東
南
ア
ジ
ア
政
策
の
変
遷
、
そ
の
影
響
力
の
減
退
と
の
関
係

に
よ
っ
て
説
明
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
議
論
す
る
こ
と
に
よ
り
、

S
E
A
T
O
に
代
表
さ
れ
る
英
米
主
導
の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
限
界
が

明
白
と
な
り
、
逆
に
地
域
諸
国
が
み
ず
か
ら
主
体
的
に
地
域
安
全
保
障
の

枠
組
み
、
地
域
秩
序
形
成
を
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
点
を
明
確
に
で
き
た

は
ず
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
地
域
安
全
保
障
と
関
連
し
て
、
A
S
E
A
N
構
成
国
に
と
っ

て
の
「
脅
威
」
を
か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い

点
も
指
摘
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
本
論
文
は
A
S
E
A
N
諸
国
の
共
通
項

と
し
て
、
国
際
冷
戦
な
ら
び
に
国
内
冷
戦
に
起
因
す
る
地
域
安
全
保
障
関

連
の
事
項
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
広
義
の
安
全
保
障
に
含
ま
れ

る
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
し
、
国
家
の
内
部
に
存

在
し
た
共
産
主
義
勢
力
を
超
国
家
的
組
織
体
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
A
S
E
A
N
を
域
内
の
経
済
・
社
会
的
協
力
を
議
論
す
る
場
と
し
て

い
る
が
、
表
面
的
に
は
経
済
、
社
会
、
文
化
面
で
の
協
力
を
謳
い
、
実
際
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に
は
域
内
諸
国
間
に
お
け
る
相
互
信
頼
醸
成
、
対
外
情
勢
の
共
通
化
を
図

る
と
い
う
広
義
の
安
全
保
障
共
同
体
で
あ
っ
た
A
S
E
A
N
の
本
質
を
軽

視
し
て
い
る
。

　
第
三
に
、
本
論
文
で
は
、
A
S
E
A
N
合
意
形
成
が
エ
リ
ー
ト
協
調
で

あ
る
と
い
う
側
面
が
看
過
さ
れ
て
い
る
。
エ
リ
ー
ト
協
調
が
機
能
し
て
い

る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
A
S
E
A
N
と
い
う
組
織
の
制
度
化
を
早
急
に

行
な
う
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
エ
リ
ー
ト
協
調
を
基
礎
と
し
た
関
係
性
が

成
立
し
て
い
た
た
め
に
、
二
国
間
交
渉
が
A
S
E
A
N
合
意
形
成
の
た
め

に
重
要
な
過
程
と
な
っ
て
い
た
。
基
本
的
に
、
A
S
E
A
N
初
期
一
〇
年

は
、
二
国
間
交
渉
の
複
合
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
外
部
」
か
ら

は
A
S
E
A
N
の
一
体
性
に
対
す
る
疑
問
視
が
根
強
く
、
脆
弱
な
地
域
協

力
機
構
で
あ
る
か
の
よ
う
に
映
っ
た
。
し
か
し
、
二
国
間
外
交
の
積
み
重

ね
が
、
じ
つ
は
A
S
E
A
N
的
「
合
意
」
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

点
に
関
し
て
の
指
摘
が
十
分
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
二
国
間
交
渉
の

重
要
性
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
い
、
個
々
の
外
交
担
当
者
が
な
ぜ
特
定
の
態

度
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
分
析
が
不
十
分
な
ま
ま
で
あ

る
。　

第
四
に
、
A
S
E
A
N
的
「
合
意
」
の
非
西
欧
的
発
想
に
つ
い
て
の
指

摘
が
本
論
文
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
A
S
E
A
N
に
お
け
る
暗
黙
の
全

会
一
致
ル
ー
ル
は
、
A
S
E
A
N
的
協
議
・
駆
け
引
き
・
妥
協
と
そ
れ
ら

に
基
づ
く
「
合
意
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
会
一
致
ル
ー

ル
と
い
う
方
式
そ
の
も
の
は
国
際
政
治
に
お
い
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。

国
際
政
治
の
舞
台
で
は
、
対
立
す
る
争
点
を
明
確
化
し
、
先
鋭
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
駆
け
引
き
や
取
り
引
き
を
公
然
と
行
な
い
、
合
意
点
や
妥
協

点
を
探
る
と
い
う
外
交
が
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

A
S
E
A
N
に
お
け
る
全
会
一
致
・
合
意
は
、
曖
昧
さ
を
意
識
的
に
残
し

た
も
の
で
あ
る
。
A
S
E
A
N
的
「
合
意
」
形
成
過
程
で
は
、
協
議
の
あ

い
だ
反
対
意
見
の
存
在
を
尊
重
し
、
特
定
の
政
府
が
自
国
の
意
思
を
他
国

に
押
し
つ
け
る
こ
と
は
注
意
深
く
避
け
ら
れ
た
。
意
見
の
相
違
を
で
き
る

だ
け
棚
上
げ
し
て
、
合
意
可
能
な
点
か
ら
な
し
崩
し
的
に
ま
と
め
て
ゆ
く

や
り
方
、
時
に
は
合
意
し
な
い
こ
と
に
合
意
す
る
こ
と
も
A
S
E
A
N
的

特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
説
明
す
る
に
は
、
西
欧
的
発
想
に
は
な
い
、

「
東
南
ア
ジ
ア
的
文
化
」
か
ら
く
る
支
持
基
盤
が
反
映
さ
れ
て
い
る
点
を

加
味
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
欠
点
が
指
摘
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
丁
在
文
君

の
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
『
A
S
E
A
N
の
合
意
形
成
を
め
ぐ
る
政
治

過
程
』
が
、
A
S
E
A
N
の
初
期
一
〇
年
間
に
「
合
意
」
が
A
S
E
A
N

的
特
徴
と
し
て
定
着
し
た
過
程
を
、
丹
念
な
資
料
発
掘
調
査
に
基
づ
く
非

公
式
文
書
と
現
地
新
聞
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
つ
の
重
要
な
合

意
文
書
形
成
の
政
治
過
程
を
と
お
し
て
分
析
し
た
秀
れ
た
研
究
で
あ
る
こ

と
は
論
を
待
た
な
い
。
そ
れ
は
従
来
の
A
S
E
A
N
研
究
が
看
過
し
て
き

た
点
を
十
分
に
補
い
、
日
本
の
A
S
E
A
N
研
究
の
レ
ベ
ル
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。
審
査
員
一
同
は
そ
の
よ
う
な
学
問
的

業
績
を
高
く
評
価
し
、
同
君
に
法
学
博
士
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
の
学
位
を

授
与
す
る
の
を
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
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磨
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大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

防
　
衛
　
大
　
学
　
校
　
長

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
客
員
教
授

法
　
　
　
学
　
　
　
博
　
　
　
士

小
此
木
政
夫

池
井
　
　
優

松
本
　
三
郎
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